































る会」）は，1995 年 12 月 25 日に発足，2011 年 12 月末
日をもって休会を宣言した。求める会の運動のなかで，
























1963 年。徳山ダム建設計画が発表された 1957 年から建設のはじまったダムは，わずか 6 年後に大
災害を引き起している。2020 年 5 月 19 日コロナ禍のアメリカ・ミシガン州で豪雨によりエデンビ
ルとサンフォードの 2 ダムが決壊し，ミッドタウンの街は 1.5 ｍの浸水，1 万人以上が避難した。






　脚注内の URL はすべて，2020 年 9 月 30 日最終閲覧。
（1）　0010 徳山ダム建設反対裁判資料，0011 徳山ダム建設反対裁判（住民訴訟関係）資料（https://k-archives.
ws.hosei.ac.jp/document/）。
（2）　https://www.afpbb.com/articles/-/3284062?cx_part=search（AFP 通 信，2020 年 5 月 21 日 ），https://www.
bloomberg.com/news/articles/2020-05-20/dow-activates-emergency-operations-after-dam-breaks-in-michigan













タを見ると東京都の保有する水源量は 1 日当たり 630 万㎥になり，1 日の水道使用量は平均 413 万
㎥という。1 日当たり 217 万㎥の水が余っている計算になる（6）。工業用水も 1965 年から 2000 年に














　日本におけるダムの定義は，河川法第 44 条の「河川の流水を貯留し，又は取水するため第 26 条
第 1 項の許可を受けて設置するダムで，基礎地盤から堤頂までの高さが 15 メートル以上のもの」
となっている。









（7）　「JFE グループ CSR 報告書 2019」（2019 年 10 月発行）には，「2018 年度における工業用水の循環率は 93.5％」

























































































流域面積 254.5 ㎢（湛水面積 13 ㎢，ナゴヤドーム約 270 倍）
水没面積 水没総面積 1,520ha，水没戸数 511 戸，水没農地面積 134ha
建設計画から完成 1957 ～ 2008 年
建設費用総額 約 3350 億円（付替道路等建設費用含む）
型式等 中央遮水壁型ロックフィルダム（土，岩石を積みあげてつくるダム。使われた土・岩
石量，およそ 10 トントラック 294 万台分）。堤高 161 ｍ，堤頂長 427.1 ｍ，堤頂標高
406 ｍ，堤体積 1370 万㎥，満水位標高 400 ｍ
総貯水容量 6 億 6000 万㎥（浜名湖の 2 倍，日本一）
ダムの用途 多目的ダム（治水［洪水調整，揖斐川の水量調整］，利水［名古屋等揖斐川下流域の
生活用水，工業用水利用］，水力発電）












　完成後の徳山ダムは，総貯水量 6 億 6000 万㎥を誇る。ダムの本体部分は，徳山村の山から切り
出した（15），およそトラック 300 万台分もの岩石，土砂等によってつくられている。堤頂の長さは




利水面でも新たに 1 日で約 30 万世帯に水を供給することができるとうたっているが，水需要の減
少を受けて，水道・工業用水として使われていないのが現状である（16）。さらに発電所はダム完成か
ら 1 年後に着工，運営開始は 2 号機が 2014 年，1 号機が 2016 年であり，発電量も黒部ダムの半分
（14）　ダムの目的には渇水対策もふくまれているが，2012 年作成の国土交通省の資料によると，1992 年から 2011 年




































2007 年 求める会 2 訴訟，最高裁上告棄却（原告敗訴）
2008 年 ダム運用開始
2016 年 徳山水力発電所 1 号機運転開始（2 号機は 2014 年から）
　1957 年 12 月 10 日に電源開発株式会社が揖斐川上流区域を調査区域に指定，翌 58 年 3 月 4 日同
社が岐阜県知事に対し土地立入，竹木伐採許可申請をおこなう。記録に残る徳山ダム建設計画はこ
れが端緒となるが，調査区域指定に先立ち電源開発会社関係者により現地の事前調査，試験掘り工
事がおこなわれていた。それに対し，1957 年 11 月 7 日付で徳山村村議会は全会一致でダム反対決
議をだしている。しかし，たび重なる自然災害，過疎化の進行，継続する予備調査などの影響によ
り，1969 年には徳山村から県に対し「徳山ダムに関する要望書　徳山ダム建設問題について」（18）が




勢調査では 1960 年がピークで 2,294 人，482 戸という数値になっている。これは 1945 年以降の引
揚者等の帰還によるもので，若年人口が増えていた。さらに 58 年に徳山村では電力の安定供給が
（17）　黒部ダムはダム水路式で発電量 33 万 5000kW に対し，徳山ダムは 1 号機ダム水路式で 13 万 9000kW，2 号機

















　徳山ダム建設によって 1 村 8 集落（20）が水底に消え
た。旧徳山村である。
　岐阜県の西北部，福井県との県境，揖斐川の最上




















（19）　『徳山村史』によると，1954 年 5 月 13 日の火事による本郷全焼，1956 年 7 月 17 日の門入大火（部落 35 戸中













　人口は，1970 年段階で 1,585 人，476 戸。ダム移転の際，最終的な補償対象となったのは，本郷
147 戸，下開田 46 戸，上開田 47 戸，山手 40 戸，櫨原 59 戸，塚 31 戸，戸入 62 戸，門入 34 戸の






「昭和 58 年（1983 年）4 月は，徳山村最後（ミナシマイ）の村長選・村議選になった。ダム建







































徳山ダム建設事業審議委員会が設置された。委員会の設置と第 1 回会合（95 年 12 月 20 日）後に
「揖斐川流域住民は，一人残らず，徳山ダム建設の推進だ」という話にされてはたまらない（27）と揖








（24）　「東海テレビ開局 50 周年記念作品　時代の肖像 Special 2」より筆者による書き起こし。なお（　）内は追記
した。
（25）　浜本篤史「戦後日本におけるダム事業の社会的影響モデル―被害構造論からの応用」（『環境社会学研究』
21，環境社会学会，2015 年，pp.5-21）によると，「70 年代までは正式着手から 10 年以内に竣工することが多いが，
80 年代以降は 10 ～ 20 年以上に及ぶことが常態化している」とある。
（26）　1994 年の当時のアメリカ開墾局総裁のダニエル・ビアード氏がダムによる財政負担を理由に「アメリカのダ
ム建設の時代は終わった」として「アメリカは新たなダムは造らない」と宣言した。これ以降，アメリカでは「ダ
ムネーション」と呼ばれるダムの取り壊し作業が進められ 1999 年から 2019 年の 20 年間で，不要となった約 1,200
基のダムが取り壊された。日本でも，球磨川水系の荒瀬ダム（熊本県・八代市）が 2018 年にはじめて撤去された。
（27）　徳山ダム建設中止を求める会通信「やめよ！徳山ダム」No.87，2010 年 10 月 13 日発行ほか参照。







　1999 年 3 月，近藤氏ら求める会のメンバーは，徳山ダムをめぐる行政訴訟と住民訴訟を起こす。
行政訴訟は，旧徳山村の土地の権利を取得し，その権利者が原告となり国の行政認定処分（土地収
用法にもとづいたダム建設にかかわる事業認定および土地収用自体）の取り消しを求めたもの（29）























地裁判決 2003 年 12 月 26 日　原告の訴えを却下する 2003 年 12 月 26 日　原告の訴えを却下する
高裁判決 2006 年 7 月 6 日　　控訴棄却 2006 年 8 月 31 日　 控訴棄却










（29）　行政訴訟は，実際には「平成 11 年（行ウ）第 6 号事業認定取消請求事件」（甲事件　ダム建設にかかわる事業





































　1999 年 3 月 1 日に公金支出差止訴訟（住民訴訟）が提訴され，16 日に事業認定取消訴訟（行政




















山ダムの早期完成に関する決議」（1999 年 9 月 21 日）などがふくまれる。乙号証は 248 号証まで
あり，原告からの問題提起に真っ向から反証している。
　このほかに，争点をまとめた準備書面や証拠説明，証人調書などが作成されるため，裁判資料は


















図 6　原告側の証拠の 1 号は原告資格を示す土地台帳　122 号は専門家による意見書だった




















図 7　被告側の証拠第 1 号として提出された 1957 年 12 月通産省作成の「電源開発の現状」 
248 号は本体盛り立て工事完了を知らせる『岐阜新聞』の切抜だった





















































「特集 1　ダム建設の是非を考える」『都市問題』第 100 巻，第 12 号，2009 年 12 月号
嶋津暉之「時代錯誤の予測で進む徳山ダムの建設」『技術と人間』2004 年 5 月号
近藤ゆり子ほか「（連載）徳山ダム問題を考える（1）～最終回（7）」『技術と人間』1998 年 3 月号～ 1998
年 12 月号
坂口大史，喜多川啓介，坂井文也「徳山ダム建設による住民地移転期における旧徳山村民の想いの変容」
『日本建築学会技術報告集』第 21 巻，第 49 号，2015 年 10 月
芳賀泰平，川崎昭如，池内幸司「水資源開発をめぐる反対運動における争点の変遷と社会情勢との関連の
分析」『水文・水資源学会誌』vol.31，No.5，2018 年
浜本篤史「公共事業見直しと立ち退き移転者の精神的被害―岐阜県・徳山ダム計画の事例より」『環境社
会学研究 7』2001 年
横山隆一「水資源開発公団による「徳山ダム予定地の大型猛禽類調査」を検討する」『技術と人間』2000
年 3 月号
　映像資料
「水になった村」大西暢夫監督・撮影，2007 年
「ふるさと」神山征二郎監督，1983 年　
